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「祝 県レクリエーション協会創立７０周年」。当協会は、１９５４年に発足し、７０年

の歴史を刻んできました。その長い歴史をたどってみますと、社会や人々の生活の変化

等、時代の流れとともにレクリエーション運動も変遷してきました。 

昭和から平成にかけては、市民レクリエーションへの取り組みとして、ニュースポー

ツセミナーを実施しました。そのセミナーを通して愛好家による種目団体が組織され、

令和になっても継続して活動されています。 

今後、さらに少子・高齢社会が進んでいき、１０年先が見えない状況ですが、持続可能な滋賀県レクリエー

ション協会づくりに努め、県民の方々の「こころの健康づくり」ができるよう努めていきたいと思っていま

す。後になりましたが、市町で組織された地域レクリエーション協会、学校・福祉レクリエーション、ニュ

ースポーツ等の領域別団体・種目別団体、そして、多くのレクリエーション指導者の皆様のご支援とご協力

があって、今日まで歩んでくることができましたことに厚くお礼申し上げます。 

 

会 長  寺村 義伸 

 

 

  

令和６年５月 12日（日）に草津市立市民総合交流センター（キラリエ草津）におきまして、理事･評議

員会が開催され、令和５年度の事業報告・決算報告、令和６年度の事業計画ならびに予算案などが可決・

承認されました。 

本年度は滋賀県レクリエーション協会設立７０周年の年になります。記念事業等については計画ができ

ませんでしたが、滋賀県レクリエーション大会を７０周年記念大会として盛り上げて行ければと思います

ので、皆さんのご協力を宜しくお願いします。 

令和６年度事業の中では特に、以下の内容が主な事業となります。 

１ レク･インストラクター養成講習会は、日レクとの共同事業とし、県レクにおいては３日間の集合学習

を行うことになりました。 

２ 昨年度参加申し込みが少なくて一カ所しか実施できなかった学校レクリエーション出前講座は、４月

初めに案内を送ったため、現段階で４校の申込があり、残り一カ所という状況です。 

３ 滋賀県レクリエーション大会は 12月 8日（日）に長浜市レクリエーション協会との共催にて伊香長

浜ツインアリーナで実施することになりました。できるだけ多くのニュースポーツが体験できるよう、

種目団体の皆さんのご協力宜しくお願いします。 

４ フォローアップ研修も例年通り実施していきますので、皆さんのご参加お待ちしています。 

改めて、会員の皆さんの協力及び参画により協会運営を進めていきたいと思いますのでどうぞよろしく

お願いします。なお、龍谷大学の学生の皆さん 12名にも、引き続き広報を中心に協会の事業にも協力い

ただけるということです。爽やかな風を吹き込んでいただきますようよろしくお願いします。 

 

理事長・事務局長 溝江 透 

令和６年度 理事・評議員会終了 

滋賀県レクリエーション協会創立７０周年 



 

 

2 月 25 日に大津市生涯学習センターにおいて、「防災に活かすクラフト」というテーマで実施

しました。初めに、講師の佐々木氏よりあいさつをいただき、その

後は参加者自己紹介をしたのち、「何に役立てることができるか？」

というテーマでポリ袋、レジ袋、ゴミ袋、新聞紙、ラップ、アルミホ

イル、牛乳パックについての用途を思いつくままにあげてみました。

たくさんの利用方法が出て、物の特長を考慮して応用力、多様性を

広げることができました。 

 その後一旦、休憩をはさみ、「ペットボトル蛇口の作り方」の実演

を見て、「パッククッキング」の手順の説明を受けました。その後、

資料を見ながら「大きなポリ袋のレイン

コートとオーバースカート」「新聞紙の防

災スリッパ」「紙食器、皿、コップ」「簡易

トイレ」「簡易オムツ」など皆さん時間を

忘れて次々と制作に挑戦されました。 

 作りながら口々に「地域の集まりで、さっそく紹介したい」と話して

おられ、充実した時間を持つことができました。 

理事 西條智晴 

 

 

 

本年度もレクリエーション・インストラクタなどの資格取得者に対し、フォローアップセミナー

を開催します。資格を取ったものの最近は新たな活動に取り組めていない人や新しいネタを探して

いる人はぜひ、ご参加ください。 

６月２日（日）に長浜・伊香ツインアリーナで開催されます。内容は昨年に引き続き、ニュース

ポーツについて学びます。今回はディスコン、ラダーゲッター、フライングディスク、モルックな

どを体験します。ディスコンは、赤色と青色の裏表になっている円盤をポイントに近づけるゲーム

です。個人戦やチーム対抗でプレイすることができます。円盤を投げた際にバウンドして裏表がひ

っくり返ることがあり、ハラハラドキドキする、スリル満点のゲームです。この講習会は、県民の

皆様に広くニュースポーツの楽しさを伝えるためにも実施していますので、身近なお知り合いと気

楽にご参加ください。県レク会員の方は、フォローアップセミナーとして開催いたしますので、受

講料が免除となります。 

 

日時：令和６年 6月２日（日） 10：00～１6：00 

講師：前山 直（滋賀県レク協会副理事長）ほか 

 内容：ニュースポーツ（ディスコン、モルック、フライングディスクなど） 

 場所：長浜・伊香ツインアリーナ 

 参加費：無料（非会員は 3000 円） 

 

R5 年度 フォローアップセミナー報告 

フォローアップセミナーのお知らせ 



 

 

 

滋賀県レクリエーション協会の団体会員に滋賀県キャンプ協会があります。滋賀県キャンプ協会

では、県内でのキャンプ活動の振興を活動目的に、キャンプ指導者の養成事業や県民向けキャンプ

活動事業を展開しています。 

東日本大震災後、キャンプ協会では「レジリエンス」や「防災」をキーワードに事業を進めてき

ており、具体的には「キャンプ活動の力～そのとき！あなたにできること～」をテーマに毎年主催

事業として行ってきました。 

プログラム内容は、震災後の避難生活等で活用できるキャンプのハードスキルを中心に、救急法

や防災クイズなどとなっています。対象は様々な自然体験活動の指導者のみならず、一般家族を対

象に日帰りのプログラムとなっています。 

生活の中の「食」に関連する活動では、ローリングストックされる非常食についてとりあげまし

た。具体的には「そのまま食べることができるもの」「水があれば食べられるもの」「熱源があれば

食べられるもの」に分けてとりあげました。熱源についても家庭にあるカセットコンロやキャンプ

で使用されるポケットストーブを使用したり、薪を使用した火起こしもキャンプスキルとして重要

となっています。火起こしでは、マッチやライターを使用せず「火打石」や「メタルマッチ・ファ

イヤースターター」を使います。なかなか火口（ほくち）に火が付かず最初は苦労していますが、

慣れてくると簡単に火花を起こすことができるようになります。家族で協力しながら火を起こすこ

とで非常食もさらにおいしくなるようです。 

「住」については避難所等で使用されることが多い

自立式テント（ドームテント）を家族で協力して設営

してみたり、あるいは、ブルーシートとロープ、ポー

ル（棒）を活用して雨風をしのぐことができるような

タープテント（屋根）づくりも行いました。そのため

にはロープワーク（結び方）が大切になってきます。

通常のキャンプ生活ではロープワークが必要となる

場面は多くありません。ただ、最低限の材料を用いてロープワークを駆使して工夫することで快適

な生活環境を創り出すことができます。スキルとしてのロープワーク、この結び方だけはというも

のが出てきます。 

このように災害を想定して様々なことに備えることは重要ですが、まず第 1 に「体験する」こ

とから始めてみませんか。体験することで「感じたり・想像したりすること」ができます。その段

階で出てきた疑問や課題に対して解決策を「考える」ことにつながります。つぎは「行動」です。

このサイクルが繰り返されることで、「では、何を具体的に備えること」ができるのか、充実した

best な備えは何なのかにつながっていきます。 

キャンプの様々な「スキル」が防災につながることは確かなのですが、最も重要なのはその場で

体験した「コミュニケーション」の大切さを感じることでもあります。 

あなたは、防災について、何から始めますか？？ 

 

 

 

理 事 中野 友博（びわこ成蹊スポーツ大学） 

キャンプと防災教育 

会員限定記事 


